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（１）施設整備事業

指定地域密着型（介護予防）　認知症対応型共同生活介護

項　目

平成14年1月1日

鳥取県倉吉市福守町４９０－３

１８人 実績利用者数　　　17.9人/日

みのりグループホーム

　「認知症になっても、地域の中であたりまえの暮らしができるように、ご利用者様の個性を尊重し、家庭的な環境のもとでおひとりおひとりの力を引き出せるように支

援する。ご利用者様の心身の状況を把握し、医療機関との連携を図り適切な対応に努める。地域の一員として、地域活動を通じ馴染みの関係を大切にする。」を毎

朝職員全員で基本方針を基に運営理念を唱和して共有している。

清掃員

計

事　業　実　績事　業　計　画

・落ち着いて生活できる生活空間を大切にする。

・心に寄り添い私らしさを大切にする。

・地域の一員として社会交流を大切にする。

・元気に長生きを目指す。

エレベーター内部ピット版制御の取替工事　他　　　　５２３千円

①   蕎麦プロジェクト事業　

ご利用者様と蕎麦の種を蒔き、収穫し、ご家族様・地域の皆様との交流として、収

穫をした蕎麦を挽き、打ち、一緒に味わうことで、喜びを共有します。

・福祉用具専門業者による福祉用具実技研修の実施 ・正しい福祉用具 の使い方を学び、事故防止に努めた。

建物の中央ある「みのり畑」をご利用様と一緒に土から整備し夏野菜の収穫

を行い、できた野菜を日々の食事に使い収穫の喜びや、食べる喜びを感じて

いただきます。

エレベーター内部ピット版制御の取替工事　他　　　７４７千円

たくさんのジャガイモができ収穫の喜びを感じていただいた。

①   蕎麦プロジェクト事業　

・ヒヤリハットの実践、改善により安心して生活をして頂くよう事故防止を図る。 ・気づき・ヒヤリハットについての対策を検討し、事故に繋がらないように努めた。

・感染症、食中毒予防に向け衛生管理と衛生教育の徹底を図る。 ・施設内研修や外部研修に出かけ感染症予防について勉強した。

・設備、備品等の安全管理を行い、物品等の整理整頓及び福祉用具等の ・職員の細菌検査を年16回実施した。健康診断を年2回実施した。

メンテナンスを徹底すると共に環境整備に努る。 ・福祉用具の点検を毎月行い、環境整備に努めた。

・医療との連携(歯科も含む)を図り、往診等で症状の早期発見を図る。 ・急な体調変化時には主治医に連絡をし、異常の早期発見に努めた。

高城サロンでははたくさんの地元の方がそば打ちに参加され、地域交流ができ

た。

・新型コロナウイルス感染予防に注意し、マスクの着用、手洗い、消毒を徹底

　した。



　

７　各種団体との連

携と地域交流

５　防災・火災、救助

体制

６　職員の資質の向

上と研修

・グループホーム協会の研修や敬仁会主催のリーダー研修に参加し資質向上を

・施設内外の各種研修を通じて職員の資質の向上を図ると共に、専門知識

　　（うち二回は近隣施設の応援要請行う」）

・施設内研修は1年間の計画を組み、担当職員は資料を作成した。

・運営推進会議を年6回実施した。

・倉吉市・明倫小鴨包括支援センターによる接遇についての勉強会を行った。

及び技術の向上を目指す。 　職員会議時には内部勉強会を行った。

・災害時、火災時等緊急連絡網活用伝達訓練の実施。 ・2か月に1度の法人内の防災自主点検を実施した。

・防火管理者が防災訓練の計画を立て年２回の訓練の実施を行う。 ・防火管理者が中心となり年3回の夜間想定の避難訓練を実施した。

・ＡＥＤ取り扱いの実施

・敬老会・福祉の里文化祭に地域のボランティア団体の参加があった

・運営推進会議を行政・地域住民・ご利用者様の交流の場ととらえ、参加を促す。

・法人内研修への参加

・社会福祉協議会主催の介護専門職研修会に定期的に参加した。

・3か月に1度の身体拘束適正委員会を開催した。.

・法人内の研修は、研修内容に応じた職員が参加し必要な知識を習得した。

習得に努める施設と共に、モチベーションアップを図る。

・認知症実践者研修、介護専門職研修等への参加を通じ、知識や技術の

・認知症絵本教室に講師として参加した。(小鴨小学校)

・西中学生・久米中学生福祉体験学習の受け入れを行った。

・学生のボランティア体験者の応募がなかった為、受入は行っていない・学生・ボランティア等の体験学習の場となるよう積極的に受け入れを行っていく。

・地域住民、各種団体、保育園等との交流を積極的に取り入れ、地域に開 ・社児童センターの園児との交流を図った

かれたグループホーム作りを推進していく。

・西倉吉消防署によるＡＥＤ取り扱い講習を実施した。



季節・年間行事季節・年間行事季節・年間行事季節・年間行事
施設名：

実施月 行事計画

平成31年

4月

花見外出

誕生会

傾聴ボランティア

個別支援・

令和元年

5月

誕生会

傾聴ボランティア

三園合同運動会

6月

誕生会

傾聴ボランティア

家族交流会

7月

七夕そうめん流し

誕生会

傾聴ボランティア

8月

福祉の里夏祭り

迎え火・送り火

傾聴ボランティア

9月

敬老会

誕生会

傾聴ボランティア

秋の味覚を楽しもう

10月

誕生会

傾聴ボランティア

やしろ児童館交流会

11月

誕生会

もみじ狩り

傾聴ボランティア

12月

クリスマス会

餅つき

誕生会

傾聴ボランティア

令和２年

1月

初詣

傾聴ボランティア

2月

節分

誕生会

傾聴ボランティア

3月

ひな祭り

彼岸の墓参り

誕生会

傾聴ボランティア

みのりグループホーム

初詣　1・3・4・5日

個別支援外出　11日

とんど祭り・高城サロン　16日

個別支援　1日・2日・24日

節分・誕生日会　21日

　ひな祭り・環境整備　13日

行事実績

そうめん流し　12日　　　個別支援外出　17日、

高城さわやかサロン　21日　　傾聴ボランティア　14日

誕生日会　12日

迎え火・送り火の実施13日

福祉の里祭り　31日

スロパチ参加　　12日

個別支援　24日・27日

傾聴ボランティア・環境整備　19日

敬老会　21日

お楽しみ交流会　9日

個別支援外出　6・20・22日　　傾聴ボランティア　17日

社児童センター交流会　5日

誕生日会　２３日

もみじ狩り　７日・１１日・17日

福祉の里文化祭　9日

向山ブルースカイ作品展　16日

誕生日会　19日　　　傾聴ボランティア　　21日

家族交流会　　7日

クリスマス会・誕生日会・忘年会　23日

餅つき　28日

花見外出　4日、6日、21日

誕生会　16日

傾聴ボランティア　18日

個別支援　７日・２１日・２８日

青空ランチ　12日

昼食外出　15日

個別支援外出　6日　　　3園合同運動会　16日

傾聴ボランティア　17日

家族交流会　5日

個別支援外出　　8日・19日

誕生日会　15日

傾聴ボランティア　19日

誕生日会　21日

傾聴ボランティア　18日

外出支援　24日・28日


